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出町ゆかり

低
価
格
の
契
約
、下
請
け
賃
金
へ
の
影
響
な
ど
調
査
を

低
価
格
の
契
約
、下
請
け
賃
金
へ
の
影
響
な
ど
調
査
を

国
に
よ
る
国
保
料
軽
減
の
対
象
世
帯
が
拡
充

国
に
よ
る
国
保
料
軽
減
の
対
象
世
帯
が
拡
充

収
入
の
少
な
い
世
帯
が
増
加

　
「
高
槻
子
ど
も
未
来
館
」（
安
満
遺
跡
公
園
内
）
の
建
設
工
事
や

第
九
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
な
ど
６
件
の
制
限
付
競

走
入
札
に
よ
る
契
約
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
５
件
が
落

札
率
70
％
台
、
１
件
が
82
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ス
ト
削
減

に
よ
る
下
請
け
業
者
の
賃
金
低
下
や
工
事
中
の
安
全
な
ど
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
入
札
価
格
が
一
定
の
基
準
を
下
回
る
と
、

低
入
札
価
格
調
査
が
行
な
わ
れ
、
入
札
業
者
に
対
し
、
低
入
札
に

な
っ
た
理
由
や
資
材
・
機
械
数
の
状
況
、
職
人
が
確
保
で
き
る
か

　

国
保
で
は
国
が
所
得
の
少
な
い
世
帯
の
保
険
料
を
軽
減
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
そ
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
所
得
基
準
が
一
部
緩

和
さ
れ
、
負
担
が
軽
く
な
る
世
帯
、
あ
ら
た
に
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
世
帯
が
あ
り
ま
す
（
表
参
照
）。

　

国
は
２
０
０
４
年
度
ま
で
保
険
料
軽
減
の
財
源
を
２
分
の
１
負

担
し
て
い
ま
し
た
が
、「
三
位
一
体
改
革
」
で
地
方
交
付
税
の
算

定
項
目
に
入
れ
る
方
式
に
変
え
、
負
担
責
任
は
不
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
宮
本
議
員
は
「
ど
れ
だ
け
（
国
か
ら
）
お
金
が
き
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」「
こ
の
よ
う
な
国
庫
補
助
の
削
減
が
繰
り
返

さ
れ
、
市
町
村
国
保
の
財
政
が
苦
し
く
な
っ
た
。
国
庫
補
助
を
抜

本
的
に
増
や
さ
な
い
限
り
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
な
ど
国
保
の
問
題

は
解
決
し
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

軽
減
を
受
け
る
世
帯
は
年
々
増
え
続
け
、
今
年
度
は
国
保
世
帯
の

６
割
近
く
に
な
る
見
込
み
で
す
。
宮
本
議
員
は
「
背
景
に
所
得
基
準

が
緩
和
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
同
時
に
、

収
入
が
非
常
に
少
な
い
世
帯
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
高
槻
市
が

今
年
度
、
保
険
料
を
値
上
げ
し
ま
し

た
が
、
収
入
が
少
な
い
世
帯
の
保
険

料
が
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
減
免

を
実
施
し

た
こ
と
は

「
評
価
で

き
る
」
と

し
ま
し

た
。

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　

中
村
議
員
は
、
低
入
札
に
な
っ
た
理
由
や
下
請
け
業
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
質
問
。
工
事
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
更
な
る
営
業

展
開
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
し
た
。
ま
た
、
下
請
け
事
業

者
へ
の
影
響
は
「
社
会
保
険
の
加
入
を
指
導
し
て
い
る
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
そ
れ
に
対
し
「
工
事
の
安
全
性
な

ど
問
題
は
な
い
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
下
請
業
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
行
な
う
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

国
庫
補
助
の
抜
本
的
増
額
が
必
要

軽減率

５割

２割

前年中の所得が下記の金額以下の世帯

現行
（加入者数×26万５千円）

＋33万円

現行
（加入者数×45万円）

＋33万円

（加入者数×27万円）
＋33万円

改正後

（加入者数×49万円）
＋33万円

改正後

６
月
議
会
本
会
議

保険料軽減
世帯の割合

２０１４年

２０１５年

２０１６年

２０１７年

５３．９％

５７．９％

５９．３％

５９．９％（見込み）

２
０
１
６
年
度
政
務
活
動
費
の
報
告

２
０
１
６
年
度
政
務
活
動
費
の
報
告

収入

支出

残額

費　　用 金　　額

費　　用 金　　額 主たる支出の内容

（単位：円）

（単位：円）

会 派 共 用 費

預 金 利 子

合 計

研修会・会議費
資料購入及び作成費
広 報 費
使用料及び借上料
通 信 運 搬 費
旅費及び交通費
事 務 雑 費
合 計

書籍、新聞購読料、市政資料印刷代など

市政報告

印刷機リース料、保守契約料など

電話通信費

会派視察

印刷用紙代など

３,360,000
9

3,360,009

0
740,500
798,519
339,420
19,440
147,240
12,717

2,057,836
1,302,173　　円 ※残額は全額、市に返還しました。
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来
年
度
か
ら
小
学
校
で
「
道
徳
」
が
教
科
化
さ
れ
る
の
を
前
に
、

中
央
図
書
館
と
教
育
セ
ン
タ
ー
（
城
内
町
）
で
道
徳
教
科
書
の
展

示
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
７
月
７
日
ま
で
、
展
示
さ
れ
、
展
示
場

所
で
は
、
市
民
は
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
道
徳
」
を
教
科
化
し
、
子
ど
も
の
心
の
中
・
価
値
観
を
評
価
す

る
こ
と
は
、
憲
法
19
条
が
保
障
す
る
「
思
想
の
自
由
」
を
侵
す
も

の
で
す
。
ま
た
、
国
が
道
徳
の
教
科
書
を
検
定
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
特
定
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
す
で
に
、「
伝
統
や
文
化
を
尊
重
し
て
い
な
い
」「
郷
土
愛
が
不

足
し
て
い
る
」
と
、
文
部
科
学
省
が
「
パ
ン
屋
」
を
「
和
菓
子
屋
」

に
書
き
換
え
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
徳
教
育
は
、
お
互
い
の
人
権
の
尊
重
な
ど
、
憲
法
の
理
念
に

沿
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
上

各
議
員
が
所
属
す
る
委
員
会
な
ど
決
ま
る

各
議
員
が
所
属
す
る
委
員
会
な
ど
決
ま
る

「
道
徳
」教
科
書
の
展
示
が
開
催
中

「
道
徳
」教
科
書
の
展
示
が
開
催
中

「
道
徳
」の
教
科
化
は
問
題

子
ど
も
達
の
自
主
性
の
尊
重
を

　

５
月
15
日
、
17
日
、
市
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
日
本
共
産
党

の
各
議
員
が
所
属
す
る
常
任
委
員
会
・
審
議
会
な
ど
が
、
決
ま
り

ま
し
た
。

中
村
れ
い
子

総
務
消
防
委
員
会
（
副
委
員
長
）、
新
名
神
・
交
通
体
系
等
対
策

特
別
委
員
会
、
都
市
計
画
審
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

き
よ
た
純
子

福
祉
企
業
委
員
会
、地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
（
副
委
員
長
）、

社
会
福
祉
審
議
会
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
、
保
健
医
療
審
議
会

宮
本
雄
一
郎

都
市
環
境
委
員
会
、
市
街
地
整
備
促
進
特
別
委
員
会
、
緑
地
環

境
保
全
等
審
議
会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

出
町
ゆ
か
り

文
教
市
民
委
員
会
、
史
跡
整
備
等
特
別
委
員
会
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

か
ら
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
押
し
付
け
る
こ
と
で
は
身
に
つ
き
ま

せ
ん
。
多
様
な
考
え
が
認
め
ら
れ
る
自
由
な
学
校
の
雰
囲
気
の
中

で
、
子
ど
も
達
が
様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
主
的
な
判
断
で
選
び
、
身
に
付
い
て
い
く
も
の
で
す
。

　

展
示
場
所
で
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
校
長
、
教
師
、
保
護
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
教
科
書
選
定
委
員
会
へ
審
議
の
参
考
資
料
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
す
。
審
議
を
経
て
、
選
定
委
員
会
が
教
育
委
員
会

に
「
答
申
」
を
行
い
、
そ
れ
を
参
考
に
８
月
、
教
科
書
が
決
定
す

る
予
定
で
す
。

　

毎
年
５
月
、
市
町
村
が
事
業
所
に
送
付
す
る
、
従
業
員
一
人
ひ

と
り
の
住
民
税
額
な
ど
を
記
載
し
た
税
額
決
定
通
知
書
に
今
年
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
こ
と
を
国
が
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
も
国
民
や

事
業
者
に
と
っ
て
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産

党
は
国
会
で
「
何
の
利
便
性
も
な
く
リ
ス
ク
だ
け
が
あ
る
」
と
批

判
し
、「
自
治
体
の
判
断
を
国
は
尊
重
す
べ
き
」
と
主
張
（
田
村
智

子
参
院
議
員
）、
担
当
大
臣
は
「
国
と
地
方
公 

共
団
体
の
関
係
は

対
等
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
各
自
治
体
の
対
応
が
問

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
な
く
な
い
自
治
体
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
12
桁

を
記
載
し
ま
し
た
が
、
高
槻
市
は
４

桁
だ
け
を
記
載
し
、
残
り
８
桁
は
伏

字
に
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
促
進
の
た
め
に
個
人
情
報
保
護

を
無
視
す
る
国
の
や
り
方
は
問
題
で

す
。 税

額
通
知
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

高
槻
市
は
４
桁
ま
で

展
示
場
所
と
曜
日
・
時
間

●
高
槻
市
教
育
セ
ン
タ
ー　

４
階

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
《
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
館
》

●
高
槻
市
立
中
央
図
書
館

（
月
・
水
・
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

（
木
・
土
・
日
・
祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
《
火
曜
休
館
》

※

６
月
19
日
（
月
）
〜
24
日
（
土
）
は
臨
時
休
館
で
す
。
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